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いては、1 年以上 5 年未満が最も多く、13 名（50.0％）
であった。10 年以上の手話習得経験が有る相談支
援専門員が 9 名（34.6％）、5 年以上 10 年未満が 3




支援専門員は 186 名（41.3％）であった（図 2）。ろ
う重複障害者との関わりの経験年数の平均は 6 年
9ヶ月であった（表 2）。そのうち、関わりの経験年
数が1 年以上 5 年未満の相談支援専門員が最も多く、
84 名（34.4％）であった。次いで、1 年未満の相談
支援専門員が 64 名（26.2％）、5 年以上 10 年未満は




















































項　目 カテゴリー 人数注 1 回答比率（％）
手話習得経験が有る相談支援専門
員の手話習得経験の年数
1 年以上 5 年未満 13 50.0
10 年以上 9 34.6
5 年以上 10 年未満 3 11.5




平均 6 年 9ヶ月
1 年以上 5 年未満 84 34.4
1 年未満 64 26.2
5 年以上 10 年未満 58 23.8






















































































































訳が 34 名（20.7％）、手話が 17 名（10.4％）、絵カー
ド・ 写 真 の 利 用 が 16 名（9.8％）、 口 話 が 9 名
（5.5％）、独自の身振りが 6 名（3.7％）、文字通訳が
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